
今
回
の
表
紙

２０２２.７月発行

No.６３

この広報は、皆さまから寄せられた赤い羽根共同募金の一部を充てて発行しています

　今年度は石羽根惠子看護師と田村あゆみ栄養士がいきいきサ
ロンを訪問し、血圧測定や健康講話、体操などを行っています。
　今回は、手の洗い残しがわかる専用液で汚れを確認しながら
手洗い実演を行い、とてもきれいな手になりました。「みんな
で笑い合うと楽しい」「誰かと話すと気が楽になる」など、サ
ロン参加者からの声が聞かれました。
（写真　６月25日㈯　寺田地域野口「サロンぼたん」の活動の様子）

市内52か所の
いきいきサロンを訪問中！

令和３年度福祉健康標語「ボランティア 地域に貢献 繋がる支援」古川 和（平舘高２年）
ふるかわ　のどか



令和３年度の事業報告と決算の状況をお知らせします
　

事
業
報
告

１　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴
機
関
紙「
福
祉
だ
よ
り
」発
行
年
４
回

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

⑶
社
会
福
祉
大
会　
　
　
　
　
【
８８
人
】

⑷
福
祉
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
【
中
止
】

⑸
地
域
福
祉
懇
談
会【
３
会
場
：
１
４
６
人
】

⑹
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
祝
う
会

【
対
象
４２
組
・
参
加
１３
組
】

⑺
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

【
利
用
２
︐
８
５
２
人
】

⑻
福
祉
バ
ス
運
行
管
理　
【
利
用
２４
件
】

⑼
第
３
次
八
幡
平
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

【
中
間
見
直
し
】

２　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

⑴
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
買
い
物
ツ

ア
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
６８
人
】

⑵
高
齢
者
げ
ん
き
は
つ
ら
つ
講
座【
中
止
】

⑶
高
齢
者
交
流
事
業

①
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

【
６
８
０
回
：
５
︐
５
８
０
人
】

②
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

【
４０
人
】

③
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
栄
養
・
健

康
教
室　
　
　
　
　
　
　
【
２９
人
】

④
高
齢
者
夫
婦
世
帯
交
流
会【
４７
人
】

⑤
高
齢
者
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
１
種
目
の
み
：
３８
チ
ー
ム
１
１
８
人
】

⑷
高
齢
者
見
守
り
事
業

①
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

【
登
録
６
７
０
人
】 

②
お
げ
ん
き
み
ま
も
り
シ
ス
テ
ム

【
登
録
１５
人
】

⑸
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
活
動

①
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業【休

止
】

②
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

【
登
録
４６
人
：
１
１
９
回
】

③
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
登
録
２４
人
：
利
用
３３
人
】

④
福
祉
用
具
・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

【
車
椅
子
１７
件
・
福
祉
車
両
５２
件
】

⑤
子
育
て
支
援
の
推
進

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業

【
３
件
】

・
お
お
ぶ
け
キ
ッ
ズ
カ
フ
ェ
開
催

へ
の
支
援　
【
開
催
回
数
３
回
】

３　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

【
２０
団
体
３
３
０
人
、
個
人
３３
人
】

②
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

へ
の
協
力　
　
　
【
受
講
者
７
人
】

③
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
活
動
の
推
進

【
７
か
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
３
人
】

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
講
座　
【
４５
人
】

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
指
定

【
１５
校
】

②
福
祉
健
康
標
語　
【
応
募
数
９７
点
】

⑷
出
前
体
験
講
座

【
１６
回
２
４
１
人
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７２
人
】

⑸
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会【
中
止
】

　
４　
相
談
・
生
活
支
援
の
推
進

⑴
心
配
ご
と
相
談
所
開
設
事
業

・
一
般
相
談【
１２
回
：
相
談
件
数
１
件
】

・
法
律
相
談　
　
　
【
４
回
：
１５
件
】

・
年
金
相
談　
　
　
【
３
回
：
２
件
】

⑵
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業【契

約
２５
件
】

⑶
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
福
祉
資
金　
　
【
新
規
貸
付
１
件
】

・
教
育
支
援
資
金【
新
規
貸
付
３
件
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
踏
ま
え
た
特
例
貸
付

【
新
規
貸
付
４０
件
】

⑷
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

【
新
規
貸
付
９
件
】

⑸
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

【
相
談
受
付
４
６
５
件
】

⑹
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
へ
の
協
力

【
寄
付
件
数
６９
件
：
総
重
量
９
５
８
．５
９
ｇ
】

⑺
暮
ら
し
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催

【
３５
世
帯
】

⑻
生
活
困
窮
者
緊
急
支
援
事
業【
１５
件
】

⑼
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
配
分
事
業

【
９
３
３
件
】

⑽
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

５　
苦
情
受
付
件
数

⑴
生
活
福
祉
資
金　
　
　
　
　
【
１
件
】

⑵
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業　
【
１
件
】

６　
会
務
の
運
営

⑴
会
長
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会
、
評

議
員
会
、
監
事
会
、
委
員
会
ほ
か

⑵
会
員
の
加
入
促
進

【
一
般
会
員
７
，
４
５
０
世
帯
・

賛
助
会
員
１
６
９
人
】

⑶
福
祉
基
金

⑷
本
所
、
支
所
の
運
営

⑸
役
職
員
研
修
会
の
実
施

⑹
職
員
の
専
門
知
識
取
得
の
た
め
の
研

修
参
加

⑺
各
種
実
習
生
の
受
け
入
れ
と
指
導

７　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

⑴
地
区
社
会
福
祉
推
進
協
議
会
、
八
幡

平
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
八
幡
平

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
八
幡
平

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
八
幡
平

市
母
子
寡
婦
福
祉
協
会
、
八
幡
平
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
八
幡
平
市
共

同
募
金
委
員
会
へ
の
募
金
運
動
協
力

８　
指
定
管
理
事
業

⑴
安
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

【
利
用
８
２
０
人
】

９　
障
が
い
者
支
援
事
業
の
推
進

⑴
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ポ

パ
イ
の
家（
多
機
能
型
事
業
所
）運
営

・【
開
所
２
３
８
日
：
６
，８
４
９
人
】

・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
【
利
用
定
員
２０

人
】、
生
活
介
護
【
利
用
定
員
１３
人
】

※
各
事
業
の
縮
小
ま
た
は
中
止
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め

◆ 

令
和
３
年
度
決
算 

◆

※　金額は千円未満を四捨五入して表示しています。
※　収入と支出の差額50,161千円は、令和４年度への
繰越金です。

会費収入 7,817千円 4% 寄附金収入 1,854千円 1%

経常経費補助金収入経常経費補助金収入
　　　　　　　　67,325千円 67,325千円 3030%%

受託金収入 21,721千円 受託金収入 21,721千円 1010%%
事業収入 680千円 1%

就労支援事業収入 6,477千円 3%

障害福祉サービス障害福祉サービス
等事業収入等事業収入
51,267千円 51,267千円 2323%%

その他の収入 3,018千円 1%

前期末支払資金残高前期末支払資金残高
　　　　　　　　59,406千円 59,406千円 2727%%

助成金支出 3,705円 2%
その他の支出その他の支出
23,209千円 23,209千円 1313%%共同募金配分金

事業費 2,890千円 2%
就労支援事業支出
　　　6,239千円 4%
事務費支出 10,235千円 事務費支出 10,235千円 66%%

事業費支出 21,646千円 事業費支出 21,646千円 1313%% 人件費支出人件費支出
101,480千円 101,480千円 6060%%

令和３年度

支出総額
 169,404千円

令和３年度

収入総額
 219,565千円

1



　

誰
も
が
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
し
あ
わ
せ
の
郷
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
地
域
の
支
え
合
い
を
基
本
に
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

　

重
点
項
目

１　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

２　
八
幡
平
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
推
進

３　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

４　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進　
　

５　
相
談
・
生
活
支
援
活
動
の
推
進

６　
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

７　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

　

事
業
推
進

１　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴
広
報
紙
の
発
行
（
年
４
回
）、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
公
開
・
発
信
、

事
業
実
施
な
ど
の
周
知
用
チ
ラ
シ
等

の
配
布
、
回
覧
等

⑵
社
会
福
祉
大
会
、
福
祉
ま
つ
り
、
地

域
福
祉
懇
談
会
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

を
祝
う
会
、

⑶
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

⑷
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

⑸
地
域
福
祉
活
動
推
進
会
開
催

２　
八
幡
平
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
推
進

⑴
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

⑵
生
活
支
援
等
サ
ー
ビ
ス
の
把
握

⑶
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

⑷
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
生
活
支
援
等
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ

⑸
地
域
に
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

⑹
一
般
の
サ
ー
ビ
ス
担
い
手
の
養
成

⑺
生
活
支
援
体
制
整
備
推
進
協
議
体
と

の
連
携
・
協
働

３　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

⑴
高
齢
者
見
守
り
事
業
（
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、お
げ
ん
き
み
ま
も
り
シ
ス
テ
ム
）

⑵
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

⑶
高
齢
者
の
集
い

⑷
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
買
い
物
ツ

ア
ー

⑸
高
齢
者
げ
ん
き
は
つ
ら
つ
講
座

⑹
高
齢
者
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

⑺
地
域
の
敬
老
事
業
へ
の
側
面
的
支

援
・
協
力

⑻
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
活
動
（
訪
問
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
、
福
祉
用
具
貸
し
出
し
事
業
・
高

齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
あ
り
方

の
検
討

⑼
子
育
て
支
援
活
動

４　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

（
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
活
動
含
む
）

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
講
座

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
事
業
（
協
力

校
の
指
定
、
福
祉
・
健
康
標
語
）

⑷
出
前
体
験
講
座
（
高
齢
者
疑
似
体
験

等
）
の
実
施
と
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成

⑸
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

⑹
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
へ
の

協
力

５　
相
談
・
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑴
心
配
ご
と
相
談
・
専
門
相
談
事
業

⑵
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑶
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発

⑷
生
活
福
祉
資
金
・
た
す
け
あ
い
貸
付

事
業

⑸
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

⑹
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
食
糧
支
援

⑺
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
生
活
支
援
給
付

の
実
施

⑻
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
配
分
事
業

６　
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

⑴
会
長
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会
、
評

議
員
会
の
開
催
、
監
事
会
、
委
員
会

の
開
催

⑵
会
員
の
加
入
促
進

⑶
福
祉
基
金
の
管
理
と
運
用

⑷
本
所
・
支
所
の
運
営

⑸
自
然
災
害
や
感
染
症
等
の
発
生
時
に

備
え
た
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定

⑹
役
職
員
研
修
の
実
施

⑺
職
員
の
専
門
知
識
取
得
の
た
め
の
研

修
参
加
・
実
施

⑻
中
期
経
営
計
画
策
定
へ
向
け
た
取
り

組
み

７　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

⑴
関
係
機
関
・
福
祉
団
体
等
と
の
事
業

運
営
に
つ
い
て
の
協
議
・
懇
談
の
実
施

⑵
地
区
社
会
福
祉
推
進
協
議
会
育
成
支
援

⑶
各
種
団
体
育
成
支
援

⑷
共
同
募
金
運
動
協
力

８　
指
定
管
理
事
業

⑴
安
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
・
運
営
事
業 

９　
障
が
い
者
支
援
事
業

⑴
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ポ

パ
イ
の
家（
多
機
能
型
事
業
所
）運
営

令和４年度の事業計画の概要をお知らせします

◆ 

令
和
４
年
度
予
算 

◆

会費収入 7,800千円 3% 寄附金収入 1,001千円 1%

経常経費補助金収入経常経費補助金収入
　　　　　　71,283千円 71,283千円 3131%%

受託金収入受託金収入
30,725千円 30,725千円 1313%%

事業収入 1,259千円 1%
就労支援事業収入 6,601千円 3%

障害福祉サービス障害福祉サービス
等事業収入等事業収入
55,326千円 55,326千円 2424%%

その他の収入 7,127千円 3%

前期末支払資金残高前期末支払資金残高
（見込み）46,933千円 （見込み）46,933千円 2121%%助成金支出

4,059千円 2%

その他の支出
12,208千円 5%

共同募金配分金
事業費 3,200千円 1%

就労支援事業支出
　　　6,601千円 3%

事務費支出 19,118千円 事務費支出 19,118千円 88%%

事業費支出事業費支出
31,001千円 31,001千円 1414%%

人件費支出人件費支出
117,309千円 117,309千円 5252%%

当期末支払資金残高当期末支払資金残高
　　　　　　34,559千円 34,559千円 1515%%

令和４年度

収入総額
 228,055千円

令和４年度

支出総額
 228,055千円
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令和４年度八幡平市社会福祉協議会
会費にご協力よろしくお願いします

　八幡平市社会福祉協議会では、「だれもがこの地域で安心して暮らすことのできるしあわせの郷づくり」
をめざし、さまざまな地域福祉事業を行っています。
　昨年度も皆様より会費総額7,817千円（一般会費7,450千円、賛助会費367千円）という多額のご協力を
賜り、計画した地域福祉事業を滞りなく実施できましたことに感謝申し上げます。
　本年度も、地域の課題等を解決するため、地域福祉事業を推進して参りますので、引き続きご協力賜りま
すようよろしくお願いいたします。
　なお、昨年度ご協力いただきました実績額と使途概要については、次のとおりとなります。

【令和３年度会費使途の概要】
地域福祉活動の推進
（地区社会福祉推進協議会活動支援、広報啓発、社会福祉大会、
　福祉懇談会、ダイヤモンド婚を祝う会など）

3,867千円

在宅福祉サービスの推進
（高齢者交流、見守り活動、外出支援、福祉用具・車両貸出など） 469千円

ボランティア活動の推進
（ボランティアセンター運営、スノーバスターズ、出前体験講座、
　協力校指定など）

490千円

相談・援護活動の推進
（心配ごと相談所、生活支援、資金貸付など） 247千円

運営事務費 2,744千円

計 7,817千円

福祉車両利用に関する問い合わせ
八幡平市社会福祉協議会本所　☎ ７４－４４００
　　　　　　　　　西根支所　☎ ７５－１８２１
　　　　　　　　　安代支所　☎ ７2－2811

　長期にわたり外出支援サービスで使用して
いた福祉車両１台が経年劣化のため廃棄とな
りましたが、福祉基金（寄付金）の一部を使
用して車両更新を行うことができました。
　利用する方が、安心安全で今後も生活の利
便性向上と社会参加活動を容易にできるよ
う、サービスを提供していきます。

福祉有償運送

外出支援
サービス

　対象者　　・市内在住の車椅子等使用者
　利用料　　・市内外基本料金　・燃料費　・待機料金
　利用内容　　・通院と入退院　　・福祉施設等への入退所
　　　　　　・公共機関での手続き
　　　　　　・市、福祉団体が主催する事業、会議に参加
　利用区域　　・市内および隣接市町
　使用車両
　　①トヨタハイエース（ワゴン）
　　②トヨタノア（ワゴン）
　　③スズキエブリイ（軽ワゴン）【更新車両】
　　　　　　※利用する場合は介助者の同乗が必要です。

今回更新した福祉車両
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支
え
合
い
で
住
み
よ
い
地
域
を

　

隣
り
近
所
の
人
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
、
簡

単
な
こ
と
で
も
手
伝
っ
て
も
ら
え
た
な
ら
、
支
え
て

も
ら
え
た
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け
る
う
え

で
、
き
っ
と
励
み
に
な
り
元
気
が
出
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
活
気
に
あ
ふ
れ
、
い
き
い
き
と
し
た
地
域
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
、
八
幡
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

少
し
の
時
間
と
気
づ
き
を

近
所
や
地
域
の
た
め
に

　

人
々
が
つ
な
が
り
、
地
域
の
特
色
に
合
わ
せ

た
支
え
合
い
を
活
発
に
す
る
た
め
に
は
、
高
齢

者
の
生
活
を
取
り
巻
く
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の

時
間
と
気
づ
き
を
、
地
域
に
振
り
向
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
こ
の
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

身
近
に
感
じ
て
い
る
近
所
同
士
の
皆
さ
ん
が
、

気
軽
に
自
分
の
地
域
に
つ
い
て
考
え
語
り
合
う

場
を
作
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

八幡平市社会福祉協議会の各委員会委員・第三者委員が
決定しましたのでお知らせします。

【任期：令和４年４月１日から令和６年３月31日まで】（●は新任）

総務委員会　10人

●　伊藤　正光（西根）
●　小林　清功（安代）
●　菊池　則道（松尾）
●　田村　　勇（西根）
　　八幡　竹男（松尾）
　　吉田　　誠（西根）
　　田中　耕一（西根）
●　三田村　昇（西根）
　　髙橋　誠子（松尾）
　　戸澤　照子（安代）

広報委員会　10人

　　小林　正一（西根）
　　髙橋　京一（松尾）
　　長坂　祐一（松尾）
●　阿部　壽子（安代）
　　田村　市郎（西根）
　　滝澤ミツエ（西根）
　　遠藤　一子（西根）
　　藤田三喜子（松尾）
●　佐藤　利栄（安代）
●　滝沢　信子（安代）

事業運営委員会　10人

　　安藤　　徹（西根）
　　髙橋　守男（松尾）
　　小山田壽雄（安代）
　　畠山　城司（西根）
　　内田　　剛（松尾）
　　関　　　博（安代）
　　藤原カツ子（西根）
　　佐々木妙子（西根）
●　村瀬　　誠（松尾）
　　八幡　　博（安代）

地域にこんなのが
あればいいなぁ…

人と人、地域をつなぐ

苦情解決事業
第三者委員

　　佐々木　禎（西根）
●　藤田　濱子（松尾）
　　大森　光洋（安代）

　「八幡平市生活支援体制整備事業」は、令和３年度から令和５年度まで、八幡平市社会福祉協議会が
八幡平市から受託しています。

こんなことなら
できるかも！

あ
な
た
の
地
域
で
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
今
ま
で
苦
労
も
な
く
過
ご

し
て
い
た
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
足
腰
が
不
安
で
出

歩
け
な
く
な
り
、
回
覧
板
が
回
せ
な
い
、
ゴ
ミ
が
出
せ
な

い
、
掃
除
が
で
き
な
い
、
集
ま
り
に
行
け
な
い
、
誰
と
も

話
が
で
き
な
い
…
。

　
「
助
け
て
ほ
し
い
」「
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て

も
「
な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い
」「
気
兼
ね
す
る
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
は
ど
ん
な
様
子
で
し
ょ
う
か
？

広げよう
つなげよう

地域の支え合い
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大更地区社会福祉推進協議会の活動紹介

地域福祉活動車を
寄贈いただきました
　日本郵政グループ労働組合ユースネットワー
ク様から、岩手県社会福祉協議会を通じて、去
る２月24日に八幡平市社会福祉協議会に軽自
動車１台が寄贈されました。
　今後の地域福祉事業推進のために活用してま
いります。

　大更地区社会福祉推進協議会（大
更地区社協　菊池孝雄会長）では昨
年度、株式会社ユニバース様から、

おおぶけキッズカフェ（子ども食堂）に冷蔵庫
を寄贈していただきました。
　株式会社ユニバース様では、会社からの寄付
金に加え、毎年「愛のチャリティー募金」活動
を実施して、その募金と寄付金の中から障がい
者福祉施設や介護施設、あるいは福祉支援活動
をされている団体に今必要とされている物品を
お贈りする活動を３８年間続けています。
　おおぶけキッズカフェの実施にあたり、食材や調味料の保管などに冷蔵庫が重宝しています。

寄贈いただいた冷蔵庫と大更地区社協役員

活動
１

　大更地区社協では高齢者事業や３世代交流事業、子ども
たちを対象とした事業を実施しています。
　事業を実施するにあたり、市社会福祉協議会からの助成

金を活用して、大更地域の特色を生かした活動を行っております。
　今年度から新たに、次世代を担う地域の宝である子どもたちの健や
かな成長を願い、大更小学校１年生６6人に入学祝いのお手紙と図書
カードを贈る活動を実施しました。

　市社会福祉協議会では各世帯からいただいている社協会費の一部を市内の９つの地区社会福祉
推進協議会に助成金として還元しています。

活動
２
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ポ
パ
イ
の
家
で
す
。
今
年
度
は
現
在
の

旧
渋
川
小
学
校
に
移
転
し
て
10
年
目
の
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
31
名
の
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
元
気
に

日
々
の
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
農
繫
期
に
入
り
ま
し
た
。
現
在

ポ
パ
イ
の
家
で
行
っ
て
い
る
作
業
の
う
ち

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
春
の
作
業
で
は
、
農
家
の
方
の
依

頼
で
苗
箱
洗
い
の
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
も
多
く
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
ポ
パ
イ
の
家
の
畑
で
は
、

里
芋
の
植
え
付
け
作
業
を
終
え
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
今
年
の
秋
に
向

け
沢
山
の
里
芋
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
大

切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
も
栽
培
し
て
お
り
、
収
穫
し
た

も
の
を
「
道
の
駅
に
し
ね
」
な
ど
で
販
売

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ミ
缶
回
収
へ
の
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
の
お
願
い
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

回
収
方
法
に
は
、「
直
接
ポ
パ
イ
の
家

（
旧
渋
川
小
学
校
）
に
ご
持
参
い
た
だ
く

方
法
」
と
「
ポ
パ
イ
の
家
か
ら
回
収
に
う

か
が
う
方
法
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
お
問
合
せ
先
）

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

ポ
パ
イ
の
家

八
幡
平
市
大
更
39

－

139（
旧
渋
川
小
学
校
）

電
話
：
０
１
９
５

－

７
５

－

２
２
９
５

開
所
時
間
：
㈪
～
㈮

８
時
30
分
～
17
時
15
分

＊
土
日
祝
・
お
盆
期
間
、
年
末
年
始
は

お
休
み
で
す
。

機械での箱洗いの様子機械での箱洗いの様子 里芋の植え付け作業の様子

　

日
常
生
活
の
心
配
ご
と
や
法
律
上

の
問
題
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
相
談　
※
予
約
制

　

法
律
相
談

（
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
）

11
月
25
日
（
金
）

場
所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

安
代

１
月
13
日
（
金
）

場
所
：
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

９
月
９
日
（
金
）

３
月
10
日
（
金
）

場
所
：
八
幡
平
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

※
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
回

覧
チ
ラ
シ
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
専
門
相
談
の
予
約
は
、
回
覧
チ
ラ

シ
配
布
の
後
か
ら
受
付
け
ま
す
。

（
心
配
ご
と
相
談
所
）
開
設
【
相
談
は
無
料
】

令
和
４
年
度　
ふ
れ
あ
い
相
談
所

一
般
相
談　
※
予
約
不
要

　

（
相
談
員
が
応
じ
ま
す
）

毎
月
第
４
水
曜
日

受
付　

午
前
10
時
か
ら
11
時

偶
数
月
は
西
根
、
安
代
地
区

奇
数
月
は
松
尾
地
区

　

八
幡
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
心

配
ご
と
相
談
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

西
根
地
区

　

滝
澤
ミ
ツ
エ　
　

工
藤　

義
昭

　

田
村　
　

勇　
　

小
野
寺
幸
子

松
尾
地
区

　

藤
田
三
喜
子　
　

八
幡　

竹
男

　

田
村
美
知
子　
　

柳
澤　

勝
子

安
代
地
区

　

立
花　

義
弘　
　

戸
澤　

照
子

　

齋
藤　

文
子　
　

山
本　

幸
弘

※
１０
月
は
第
３
水
曜
日
、
１１
月
は

　

第
３
木
曜
日
と
な
り
ま
す
。
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編
集
・
発
行

社
会
福
祉
法
人 

八
幡
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒
０
２
８
ー

７
３
０
１　
岩
手
県
八
幡
平
市
野
駄
１９
ー

５０

八
幡
平
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
話
・
０
１
９
５（
７
４
）４
４
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
１
９
５（
７
４
）４
４
０
２

メ
ー
ル
・info@

hachim
antai-shakyo.or.jp

ひとり暮らし高齢者の集い　買い物ツアー開催！

八幡平市社会福祉協議会 検 索

お 知 ら せ

八幡平市社会福祉協議会ホームページをご覧ください

八幡平市社会福祉協議会への善意のご寄付ありがとうございました
令和４年３月１日から令和４年６月30日までに次の方々からいただきました。

ご芳名 金　　額

岩手日報八幡平市広華会様 86,328円

有限会社コマクサファーム様 126,212円

澤口勝美様【香典返し】（西根） 300,000円

ご芳名 物　　品

東洋羽毛北部販売株式会社
仙台営業所様

不織布マスク
180枚

　八幡平市社会福祉協議会では、令和４年度
の福祉健康標語を募集しています。テーマは

「福祉」と「健康」２部門です。五・七・五
形式でまとめた作品に、部門名、氏名、住所、
電話番号を添えてお申込みください。皆さまか
らの心のこもった作品をお待ちしております。
【応募先等について】
八幡平市社会福祉協議会（八幡平市野駄19－50）
電話　７４－４４００　ＦＡＸ　７４－４４０２
ハガキ等の郵送やメールでも受け付けます。
Ｅメール　info@hachimantai-shakyo.or.jp
【入選について】
応募作品の中から、審査により入選作品を選
考し、第１７回八幡平市社会福祉大会にて表彰
を行います。
応募締切は８月３１日（水）までです。

福祉健康標語一般募集！ 福祉まつりでの展示作品の募集！
　新型コロナウイルスの影響で
２年間中止していた「福祉まつ
り」は「今だからこそできる形」
での開催をするべく、検討を進
めています。時期は10月下旬八
幡平市総合福祉センターで３日
間の期間を設け、バザーや体験
ブースなどを中心に、福祉を盛
り上げる企画をしていきます。
　そこで、皆さまが作った手芸品や作品がありましたら、
作品展示にご協力をお願いします。作品は展示期間終了後
に返却させていただきます。
【出品方法】
①社協本所（八幡平市野駄19－50）もしくは、西根支所（八

幡平市田頭39－72－2）、安代支所（八幡平市小柳田210－1）
まで作品などをご持参ください。

②お預けの際に作品名と氏名、連絡先などお聞きします。

令和元年度福祉まつり
での展示の様子

　65歳以上のひとり暮らしの方を対象とした集いです。午前は、腕時計と携帯電話を活用した見守りシス
テム（HACHI）の説明と、空き家問題についての講話を企画しています。午後はバスに乗ってイオンスーパー
センター盛岡渋民店へ買い物ツアーに出発します。
　日時　８月４日（木）10：30～　八幡平市総合福祉センター　対象地区　松尾
　　　　８月５日（金）10：30～　大更コミュニティセンター　対象地区　大更・田頭
　　　　８月９日（火）10：30～　八幡平市総合福祉センター　対象地区　安代
　　　　８月１０日（水）10：30～　平舘コミュニティセンター　対象地区　平舘・寺田
　申込について
　昼食代として600円を当日お受けします。各会場10日前までに名前、住所、電話番号、送迎の有無と
乗車場所をお伝えください。とりまとめ後バス時間を連絡します。

申し込み先
八幡平市社会福祉協議会
本所　　　☎７４－４４００
西根支所　☎７５－１８２１
安代支所　☎７2－2811


